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自
転
車
対
策
で
は
、
昨
年
施
行
さ
れ
た
改

正
道
路
交
通
法
に
よ
り
自
転
車
の
歩
道
通
行

要
件
が
明
確
化
さ
れ
た
。
改
め
て
自
転
車
教

育
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
警
察
庁
は
、
自
転

車
教
育
を
含
め
た
小
・
中
・
高
校
に
お
け
る

交
通
安
全
教
育
の
効
果
的
な
あ
り
方
を
検
証

す
る
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
各
自
治
体

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
自
転
車
教
育
を
受
け

て
も
ら
い
、
自
転
車
免
許
証
を
発
行
す
る
と

い
う
取
組
み
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

「
将
来
、
更
に
安
全
な
交
通
環
境
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
体
系
的
に
教
育
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
交
通
社
会
は
自
転
車
も
ク
ル

マ
も
対
等
な
立
場
で
参
加
し
、
一
定
の
ル
ー

ル
に
よ
っ
て
安
全
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
教
育
は
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
う
し
た
社

会
生
活
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
意
義

を
学
ぶ
最
初
の
機
会
に
な
る
か
ら
こ
そ
重
要

な
の
で
す
。
親
と
子
、
高
齢
者
と
子
ど
も
と

い
っ
た
組
み
合
わ
せ
で
自
転
車
教
育
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
、
そ
う

し
た
方
向
も
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
」。
池
田

さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
自
転
車
教
育
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
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私の提言

平
成
20
年
中
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、

死
者
数
が
８
年
連
続
の
減
少
と
な
る
５
１
５

５
人
、
負
傷
者
数
が
４
年
連
続
の
減
少
で
94

万
５
５
０
４
人
と
な
り
、
10
年
ぶ
り
に
１
０

０
万
人
を
下
回
っ
た
。
こ
の
結
果
、
第
８
次

交
通
安
全
基
本
計
画
の
目
標
で
あ
る
死
者
数

５
５
０
０
人
以
下
、
死
傷
者
数
１
０
０
万
人

以
下
を
、
２
年
前
倒
し
で
達
成
し
た
。

「
10
年
間
で
の
死
者
数
半
減
は
厳
し
い
目

標
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
池
田
さ
ん

は
目
標
が
示
さ
れ
た
平
成
15
年
当
時
を
振
り

返
る
。
こ
の
間
の
死
者
数
の
大
幅
な
減
少
の

要
因
と
し
て
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
が

平
成
10
年
の
３
９
７
２
人
か
ら
20
年
１
７
１

０
人
と
６
割
近
く
も
減
っ
た
こ
と
を
池
田
さ

ん
は
挙
げ
る
。
一
方
で
、
歩
行
中
の
死
者
数

は
10
年
２
６
０
５
人
か
ら
20
年
１
７
２
１
人

と
９
０
０
人
近
く
減
っ
た
が
、
自
動
車
乗
車

中
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
昭
和
49
年
以
来
、

34
年
ぶ
り
に
状
態
別
死
者
数
の
ト
ッ
プ
に
な

っ
た
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

年
齢
層
別
に
み
る
と
、
平
成
５
年
ま
で
最

も
多
か
っ
た
若
者
（
16
〜
24
歳
）
の
死
者
数

は
、
10
年
の
１
７
９
０
人
（
自
動
車
乗
車
中

１
０
２
１
人
）
か
ら
、
20
年
に
は
５
５
１
人

（
同
２
２
３
人
）
と
３
分
の
１
以
下
に
減
っ

た
。
自
動
車
乗
車
中
で
み
る
と
、
ほ
ぼ
５
分

の
１
に
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
３
０
０

０
人
を
超
え
て
い
た
若
者
の
死
者
数
は
20
年

間
で
約
６
分
の
１
に
激
減
し
た
こ
と
に
な
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
死
者
数
は
２
４
９
９
人

で
、
全
体
の
48
・
５
％
を
占
め
る
。
10
年
の

３
１
７
４
人
か
ら
６
７
５
人
減
っ
て
い
る
が
、

他
の
年
齢
層
に
比
べ
減
少
率
が
小
さ
く
、
全

体
に
占
め
る
構
成
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

基
本
計
画
の
目
標
を
２
年
前
倒
し
で
達
成

で
き
た
理
由
に
つ
い
て
警
察
庁
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
率
の
向
上
、
事
故
直
前
の
車
両

速
度
の
低
下
、
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険

性
の
高
い
事
故
の
減

少
、
歩
行
者
の
法
令
遵

守
の
４
つ
を
挙
げ
て
い

る
（
グ
ラ
フ
２
〜
４
参

照
）
。
池
田
さ
ん
は

「
信
号
機
な
ど
交
通
安

全
施
設
の
整
備
、
交
通

指
導
・
取
締
り
、
そ
の

他
の
街
頭
活
動
の
実

施
、
初
心
運
転
者
期
間

制
度
の
導
入
等
運
転
者

施
策
の
推
進
、
そ
れ
と

交
通
安
全
教
育
の
充
実

強
化
な
ど
の
諸
対
策
が

効
果
を
上
げ
た
か
ら
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」
と

説
明
す
る
。
ま
た
、
自

動
車
の
エ
ア
バ
ッ
グ
や

Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ
ッ

ク
・
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス

テ
ム
）
な
ど
の
普
及
、

事
故
危
険
箇
所
対
策
の
推
進
な
ど
も
効
果
を

あ
げ
て
い
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
６
月
に
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
が
高
速
道
路
で
義
務
化
（
一
般
道
路

は
努
力
義
務
）。
警
察
庁
と
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
よ
る

調
査
で
は
、
高
速
道
路
に
お
け
る
着
用
率
は

19
年
の
13
・
５
％
か
ら
、
20
年
に
は
62
・

５
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

今
年
１
月
、
麻
生
首
相
は
「
今
後
10
年
間

を
目
処
に
、
交
通
事
故
死
者
数
を
更
に
半
減

さ
せ
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
今
後
ま

す
ま
す
、
高
齢
者
、
自
転
車
へ
の
対
策
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
。

池
田
さ
ん
は
、「
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
団
塊
世
代
を
中
心
に
高
齢
運
転
者
が
増

大
す
る
中
で
、
高
齢
運
転
者
の
安
全
対
策
が
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交
通
事
故
死
者
数
５
５
０
０
人
以
下
、死
傷
者
数
１
０
０
万
人
以
下
を
達
成

今
後
、
更
に
死
者
数
半
減
を
め
ざ
す

高
齢
運
転
者
に
対
す
る

支
援
策
の
具
体
化
へ

自
転
車
教
育
は

社
会
教
育
の
第
一
歩

状
態
別
死
者
数
は

歩
行
中
が
最
多
に

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
警
察
庁
は
昨
年
９
月
、

「
高
齢
運
転
者
の
支
援
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
設
け
、
12
月
に
高
齢
運
転
者
等
の
交

通
安
全
を
支
援
す
る
施
策
を
ま
と
め
た
。
主

な
施
策
は
２
つ
あ
り
、
１
つ
目
は
「
高
齢
運

転
者
の
き
め
細
か
な
安
全
対
策
」
で
、
具
体

的
に
は

①
高
齢
運
転
者
の
能
力
に
応
じ
た
対
応

②
高
齢
者
講
習
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
一
層
の

充
実

③
免
許
証
更
新
期
間
満
了
前
以
外
の
期
間
に

お
け
る
運
転
チ
ェ
ッ
ク
と
日
常
的
な
支
援

２
つ
目
は
「
高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転
の
支

援
」
で
、

①
高
齢
運
転
者
へ
配
慮
す
る
一
般
ド
ラ
イ
バ

ー
の
意
識
の
定
着

②
高
齢
者
等
の
運
転
す
る
自
動
車
の
専
用
駐

車
区
間
の
指
定

③
高
齢
者
等
の
運
転
す
る
自
動
車
へ
の
配

慮
・
保
護

で
あ
る
。

歩
行
者
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
が
全
死

者
数
の
69
％
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者

対
策
は
高
齢
者
対
策
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
の
死
亡
事
故
の
特
徴
は
欧
米
諸
国
に
比

べ
て
歩
行
中
が
多
い
こ
と
、
高
齢
者
の
占
め

る
割
合
が
２
〜
３
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
池
田
さ
ん
は
、
歩
行
者
に
対
す
る
教

育
機
会
が
運
転
免
許
保
有
者
に
比
べ
て
少
な

い
こ
と
が
課
題
の
１
つ
と
い
う
。「
高
齢
者
の

場
合
、
免
許
を
も
っ
て
い
れ
ば
３
年
ご
と
に

更
新
時
講
習
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
免

許
が
な
け
れ
ば
そ
う
し
た
教
育
機
会
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故
に
お
い
て
歩
行
者

側
の
違
反
率
は
平
成
10
年
に
は
50
％
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
、
20
年
に
は
39
％
に
減
り
、

そ
れ
が
死
者
数
の
減
少
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者

へ
の
教
育
を
推
進
し
、
法
令
遵
守
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」。

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
対
象
に
地
域
に
そ
う
し

た
教
育
の
機
会
を
つ
く
る
試
み
が
、
こ
れ
ま

で
も
さ
ま
ざ
ま
に
行
わ
れ
て
い
る
。
普
及
拡

大
の
た
め
に
は
、「
地
域
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
な
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
課
題
で
は

な
い
か
」
と
池
田
さ
ん
は
い
う
。

グラフ3：飲酒運転・最高速度違反による交通事故の構成率
および死者数の推移（各年12月末）

グラフ4：歩行中死傷者（第1当事者・第2当事者）の違反構成率
および歩行中死者数の推移（各年12月末）

グラフ2：シートベルト着用者率および致死率（自動車乗車中）の
推移（各年12月末）
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注１　飲酒運転（速度違反）構成率＝飲酒運転（速度違反）による全人身事故件数（原付以上・１当）÷全人身事故件数（原付以上・１当）×100 
　２　飲酒運転構成率は、検知不能の場合を除く。 
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グラフ1：状態別死者数の推移（各年12月末）


